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設置目的

主として木造小学校の廃校舎について

地域社会に対応した利活用の方向性を見いだし、

耐震診断方法と活用内容に応じた耐震補強について提案し、

廃校舎を含む学校施設を地域の貴重な資源として

有効に活用できるよう働きかける。



背景

1992～2003年度(平成４～15年)の間で 2,871校の小中高等学校
が廃校になっている。

毎年150～220校程度で一定していた廃校数が2000年度には264校、
2001年度は305校、2002年度は332校、2003年度は414校と増加傾
向にある。

また、数字では見えにくいが休校も少なくない。

廃校の理由はそのほとんどが過疎化、高齢化によるもので、こ
のような地域では市町村合併が進んでおり、今後、ますます廃
校が増えると予想される。

増加する廃校



廃校後の活用状況をみると既存建物を利用した活用は６割で、
４割が取り壊しあるいは未活用のままである。

廃校施設は校舎に加えてグランドや体育館が併設されているた
め、教育施設としてだけでなく福祉施設や地域の活動拠点施設
あるいは防災・避難施設など多様な活用が可能である。

特に、小学校は徒歩圏で利用可能な位置に立地しているため地
域の拠点施設としての整備や地域の活性化につながるような活
用が望まれている。

地域資源としての廃校舎



木造の課題

木造の場合、ＲＣ造に比べて加工が容易ということもあり、耐
震補強の方法も多様でかつ比較的簡単である。

反面、取り壊しが簡単なため、撤去されてしまうケースも少な
くない。

したがって、早いうちに、耐震診断方法と活用内容に応じた耐
震補強について具体的に提案し、活用を促す必要がある。



設置期間

提案委員会

農村計画委員会

建築計画委員会

構造委員会

2005年4月～2007年3月（2年間）



委員構成 多彩な専門分野から構成

建築家

ジャーナリスト

農村計画

建築計画

木質構造

近代建築史

研究者



委員会活動

木造廃校舎の利活用に関する実態調査

調査研究

シンポジウム・研究会の開催

情報発信

公開研究会「木造廃校舎の利活用を考える」2006年2月18日

公開研究会「木造廃校舎利活用の可能性を考える」2006年5月19日

公開研究会「廃校の利活用を考える」2007年2月24日

大会ＰＤ「地域資源としての木造廃校舎の可能性 」2006年9月9日

ホームページの公開

雑誌掲載「スクールアメニティ」2007年１月号

雑誌掲載「建築ジャーナル」2006年７月号



木造廃校舎の利活用に関する実態調査

全国、教育事務所・教育委員会



現存する休校・廃校舎

６割が活用

昭和４０年以前に建設されたものが８割
昭和２０～４０年建設が７割

主な校舎の床面積が５００㎡以下の小規模なものが６割

既存校

多い木造既存校、現存する木造休校・廃校舎の約２倍

全校児童・生徒数、５０人以下が５割

昭和２０～４０年に建設されたものが多いが
昭和６０年以降の建設も増加



大会ＰＤ
2006年9月9日

パネルディスカッション



公開研究会
2006年5月19日岡山

アーツ＆クラフツビレッジ



公開研究会
2007年2月24日大分

三重南小学校



情報発信
ホームページの公開



雑誌「ス
クールア

メニティ
」掲載

雑誌「建
築ジャー

ナル」掲
載



活動成果

これまで明らかになっていなかった木造廃校舎の実態について
日本全体を視野に入れてトータルに把握することができた。

有効に活用されている実態が明らかになり、多様な活用方法を
掘り起こした。そこからは単なる廃校の活用にとどまらず、こ
れからの地域社会に対応した新しい地域施設のあり方を予見す
る先進事例を見いだすことができた。
また、利活用の課題や問題点を整理した。

多分野の専門家による分野横断的な研究活動の有効性と可能性
を見いだし、また、現地で公開研究会を開催し、地域の住民、
研究者、設計者と議論する活動スタイルによる社会貢献などか
ら新たな研究方法を構築した。

大量の木造既存校の存在とその実態を明らかにし、今後、発生
する廃校舎利活用の手がかりを得た。



木造廃校舎利活用の意義

廃校舎を地域の貴重な資源として有効に活用することは地球環境

の保全と人間の健康と安全をはかり、持続可能な社会を実現して

いくことに寄与する。

小学校は単なる教育施設としてだけでなく、地域社会の心の拠り

所といったいわばシンボルとしての役割を有している。このよう

な施設を大切に保全していくことは大げさにいえば地域の歴史、

文化、長年培ってきたコミュニティを継承することになり、社会

的意義は大きい。



ご静聴ありがとうございました


